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六
月
三
日
の
庶
野
小
学
校

を
皮
切
り
に
、
町
内
各
小
学

校
で
運
動
会
が
開
か
れ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
選
手
た
ち

へ
の
声
援
や
歓
声
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
運
動
会
は
、
雨
に

よ
り
順
延
と
な
っ
た
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
そ
の
影
響
は
見
ら
れ

ず
、
ど
の
運
動
会
で
も
小
学

生
だ
け
で
な
く
、
保
育
所
児

童
や
地
域
住
民
も
参
加
し

て
、
盛
り
上
が
っ
た
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

歓
声
を
浴
び
な
が
ら

全
力
疾
走

各
小
学
校
で
運
動
会

東洋小学校（6月18日）

笛舞小学校（6月9日） 庶野小学校（６月３日）

えりも岬小学校（6月19日）

えりも小学校（6月18日）
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鮫
自
治
会
長
会
議
の
開
催

鮫
札
幌
え
り
も
会
と
の
交
流

本
町
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

え
り
も
町
交
流
館
「
ひ
な
た
」
が
五
月
十

二
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
開
館
式
で
は
祝
い

も
ち
つ
き
を
来
館
者
百
五
十
人
と
と
も
に

行
い
、
味
わ
い
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。

「
ひ
な
た
」
は
、
町
民
が
世
代
を
超
え
て

交
流
す
る
場
、
く
つ
ろ
げ
る
空
間
を
提
供

す
る
憩
い
の
場
で
も
あ
る
施
設
で
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
施
設
と
し
て
運

営
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民
み
な
さ
ん

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
治
会
長
会
議
を
五
月
二
十
四
日
に
開

催
し
、
町
か
ら
は
ご
み
分
別
方
法
の
改
正

や
マ
イ
マ
イ
ガ
対
策
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
説
明
し
、
理
解

と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
各
自
治

会
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
も
、
順
次
、
そ

の
解
決
に
努
め
て
い
く
こ
と
で
了
解
を
得

た
と
こ
ろ
で
す
。

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
に

つ
い
て
は
、
庶
野
連
合
自
治
会
か
ら
え
り

も
町
が
津
波
避
難
計
画
モ
デ
ル
市
町
村
に

選
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
計
画
策
定
に

係
る
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
そ
の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
と
し
て

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
さ
ら
に
広
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

札
幌
え
り
も
会
は
、
会
員
相
互
の
交
流

と
親
睦
を
通
じ
て
郷
土
愛
を
育
む
と
と
も

に
、
え
り
も
町
と
特
産
品
の
紹
介
・
Ｐ
Ｒ

を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

五
月
十
九
日
の
交
流
会
に
は
、
町
か
ら

十
四
名
、
会
員
五
十
四
名
が
出
席
し
、「
ふ

る
さ
と
会
」
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

札
幌
え
り
も
会
で
は
、
若
年
層
の
会
員

加
入
に
期
待
を
寄
せ
て
お
り
、
今
後
も
会

の
趣
旨
を
広
く
啓
発
し
、
新
規
加
入
を
促

進
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

災
害
時
の
電
気
設
備
の
復
旧
に
関
す
る

「
災
害
時
協
力
協
定
」を
五
月
二
十
五
日
、

一
般
財
団
法
人
北
海
道
電
気
保
安
協
会
と

締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
締
結
を
契
機
に
、
よ
り
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
考
え

で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
を
対
象
と
し

た
春
の
特
定
健
診
を
四
月
十
八
日
か
ら
二

十
一
日
に
か
け
て
行
い
、
百
四
十
一
人
の

方
が
受
診
し
ま
し
た
。
五
月
中
旬
に
は
、

町
内
四
か
所
で
の
健
診
結
果
説
明
会
に
続

き
、
二
次
検
査
も
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
町
で
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、
平
成
二

十
一
年
度
に
十
九
・
三
舒
、
平
成
二
十
二

年
度
で
は
十
八
・
六
舒
と
な
り
若
干
低
下

し
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
度
は
、
速
報

段
階
で
す
が
、
約
一
・
三
舒
減
と
な
る
見

込
み
で
す
。

昨
年
度
は
災
害
等
の
影
響
も
あ
り
ま
す

が
、
健
診
を
受
け
る
方
が
固
定
化
し
、
新

た
に
受
診
す
る
方
が
少
な
い
こ
と
が
要
因

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

十
一
月
予
定
の
秋
の
健
診
で
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
健
康
づ
く
り
や
健
診
の
大
切

さ
を
町
民
に
周
知
す
る
こ
と
に
努
め
、
対

象
と
な
る
方
々
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

町議会
６月定例会

六
月
定
例
町
議
会
が
六
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、
町
長
か
ら
の
一
般
行
政

報
告
と
教
育
長
か
ら
の
教
育
行
政
報
告
、
一
般
質
問
、
条
例
の
制
定
・
改
正
、

予
算
の
補
正
な
ど
提
出
さ
れ
た
議
案
を
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
て
閉
会
し

ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
一
般
質
問
は

後
日
発
行
さ
れ
る
「
議
会
広
報
」
に
掲
載
し
ま
す
。

行
政
報
告
や

予
算
の
補
正
な
ど

鮫
え
り
も
町
交
流
館
「
ひ
な
た
」
開
館

鮫
災
害
時
協
力
協
定
締
結

鮫
特
定
健
診
事
業
の
実
施
状
況

行
政
報
告
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え
り
も
を
ア
ピ
ー
ル

私
の
ひ
と
こ
と

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
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まままままままままままままままままままままままままままままま

か

ぜ

の

ま

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

え
り
も
町
長

岩
本
溥
叙

あ
る
が
ま
ま
の
え
り
も
、
知
ら
れ

ざ
る
え
り
も
の
自
然
、
食
等
を
、
広

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
方
々
が
お
ら

れ
ま
す
。

先
月
、
札
幌
で
の
「
写
真
展
」
開

催
の
案
内
を
い
た
だ
い
た
の
で
拝
見

し
て
き
ま
し
た
。
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を

通
し
て
の
え
り
も
に
生
き
る
花
々
・

動
物
、
そ
し
て
情
景
が
見
事
な
ア
ン

グ
ル
で
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の

来
場
者
に
好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い

の
で
あ
り
ま
す
が
、
食
の
ひ
と
つ
を

と
っ
て
も
、
札
幌
の
と
あ
る
店
で
、

え
り
も
短
角
牛
と
の
つ
な
が
り
を
話

さ
れ
、
誇
れ
る
魚
介
類
も
中
央
で
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
ま
さ
に
絶
品
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
の
場
面
に

遭
遇
す
る
た
び
に
、
あ

ら
た
め
て
、
え
り
も
の

パ
ワ
ー
を
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
す
。

え
り
も
岬
の
緑
を
守
る
会
主
催
の
第
三

十
回
「
え
り
も
ワ
ク
ワ
ク
森
林
づ
く
り
体

も
り

験
事
業
」
が
五
月
二
十
二
日
、
桜
岡
・
旧

上
歌
別
牧
野
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
え
り
も
漁
業
協
同
組
合
女
性

部
を
始
め
、
え
り
も
岬
小
学
校
や
え
り
も

小
学
校
の
児
童
な
ど
、
町
民
約
二
百
五
十

人
の
参
加
に
よ
り
、
ト
ド
マ
ツ
四
百
本
と

ツ
ツ
ジ
六
十
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
年
度
も
え
り
も
漁
業
協
同

組
合
女
性
部
、
北
海
道
電
力
株
式
会
社
浦

河
営
業
所
、
日
高
信
用
金
庫
え
り
も
支

店
、
株
式
会
社
沿
海
調
査
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、
大
橋
資
材
株
式
会
社
、
目
黒
地
区

の
中
野
栄
雄
さ
ん
か
ら
苗
木
の
提
供
、
資

金
の
支
援
と
と
も
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
「
緑
の
大
切
さ
」
を
一
人

で
も
多
く
の
町
民
に
呼
び
か
け
、
豊
か
な

森
林
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

え
り
も
漁
業
協
同
組
合
主
催
の
第
二
回

え
り
も
「
う
に
祭
り
」
が
四
月
二
十
八
日

に
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
町
内
外
か
ら
約
三
千
人
以
上

が
詰
め
か
け
、
ウ
ニ
購
入
の
整
理
券
を
求

め
て
朝
早
く
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
用

意
し
て
い
た
活
ウ
ニ
や
塩
水
ウ
ニ
、
塩
漬

ウ
ニ
は
、
ほ
ぼ
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ウ
ニ
の
ほ
か
に
も
ツ
ブ
類
や

ホ
ッ
キ
貝
、
カ
ニ
鍋
、
各
種
特
産
品
な
ど

が
好
評
を
博
し
、
さ
ら
に
、
え
り
も
漁
協

女
性
部
の
ミ
ニ
ウ
ニ
丼
の
抽
選
会
に
は
四

百
人
以
上
の
行
列
が
で
き
、
約
百
八
十
人

の
方
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
正

午
か
ら
の
「
お
楽
し
み
も
ち
ま
き
大
会
」

で
は
、
海
産
物
や
町
内
商
店
の
提
供
品
な

ど
の
景
品
シ
ー
ル
が
付
い
た
紅
白
の
も
ち

を
ま
き
、
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

に
ぎ

来
年
以
降
も
春
の
祭
り
と
し
て
、
え
り

も
「
う
に
祭
り
」
を
定
着
で
き
る
よ
う
に

本
年
度
の
教
職
員
の
人
事
異
動
は
、

小
・
中
・
高
合
わ
せ
て
、
転
出
と
退
職
で

二
十
名
、
転
入
は
期
限
付
き
採
用
を
含
め

て
十
九
名
で
し
た
。

小
・
中
・
高
の
各
主
任
の
命
課
は
、
四

月
六
日
ま
で
に
す
べ
て
終
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
評
議
員
は
、
本
年
度
も
二
十

鮫
緑
化
事
業

鮫
え
り
も
「
う
に
祭
り
」

教
育
行
政
報
告

よ
り
一
層
の
工
夫
を
し
て
魅
力
を
高
め
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

鮫
人
事
異
動
・
学
校
経
営

七
名
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

教
育
課
程
、
学
習
指
導
そ
の
他
学
校
教

育
に
関
す
る
専
門
的
な
事
項
へ
の
指
導
助

言
の
た
め
、
前
年
度
に
引
き
続
き
教
育
委

員
会
に
指
導
主
事
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
教
科
指
導
に
お
い
て
高
い

専
門
性
と
実
践
的
指
導
力
を
有
す
る
教
員

が
複
数
の
学
校
を
巡
回
し
、
若
い
教
員
の

鮫
指
導
主
事
の
配
置

鮫
巡
回
指
導
教
員
活
用
事
業

春の祭りとして定着させたい「うに祭り」
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
校
一
年
生

か
ら
三
年
生
の
共
働
き
家
庭
の
児
童
を
対

象
に
四
月
六
日
か
ら
開
設
し
、
現
在
登
録

児
童
二
十
六
名
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
学
校
や
関
係
機
関
と
連
携
し

運
営
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

指
導
、
授
業
づ
く
り
の
支
援
な
ど
を
行
う

も
の
で
す
。

前
年
度
に
引
き
続
き
、
え
り
も
中
学
校

の
教
員
一
名
が
笛
舞
小
学
校
、
庶
野
小
学

校
を
巡
回
指
導
し
ま
す
。

四
月
二
十
五
日
、
生
徒
指
導
連
絡
協
議

会
主
催
の
生
徒
指
導
特
別
講
演
会
を
開

き
、
教
職
員
五
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
帯
広
市
立
西
陵
中
学
校
教
諭
の

髙
畠
恵
樹
氏
で
「
共
通
理
解
と
共
通
行
動

を
図
る
生
徒
指
導
体
制
の
在
り
方
」
と
題

し
、「
常
識
の
徹
底
」
を
指
導
の
柱
と
し
た

数
多
く
の
実
践
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

え
り
も
高
校
第
二
十
六
期
生
と
し
て
、

四
十
三
名
の
入
学
を
許
可
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
当
校
の
教
育
活
動
の
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
一
層
の
学
力
の
向
上
と
個

性
の
伸
長
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動

を
推
進
し
、
町
民
の
負
託
に
応
え
る
学
校

づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。

中
高
一
貫
教
育
は
、
本
年
度
も
学
力
向

上
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
環
境
教
育
及
び
特

別
活
動
の
四
点
を
推
進
の
柱
に
掲
げ
、
そ

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

昨
年
度
か
ら
小
学
校
と
も
連
携
し
、
そ

の
一
環
と
し
て
、
本
年
度
は
文
部
科
学
省

の
「
英
語
力
を
強
化
す
る
指
導
改
善
の
取

組
」
事
業
に
え
り
も
小
学
校
、
え
り
も
中

学
校
、
え
り
も
高
校
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
一
日
、
町
民
体
育
館
で
第
四

十
回
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
町
内
各
地
区
か
ら
九
チ
ー
ム
、
二
百

三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
と
参

加
者
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
選
手
た
ち
は

ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
プ
レ
ー
を
披
露
し
て
い

ま
し
た
。

全
道
各
地
の
青
年
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
交
流
を
図
り
、
全
国
大
会
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
に
、
第
六
十
三
回
北
海
道
青
年

大
会
兼
第
六
十
一
回
全
国
大
会
予
選
会

が
、
本
町
と
様
似
町
を
会
場
に
百
五
十
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
に
青
年
の
果
た
す
役
割
は

重
要
で
あ
り
、
今
後
も
活
発
な
活
動
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

四
月
十
九
日
、
襟
裳
岬
先
端
部
分
に
設

置
し
た
ピ
リ
カ
ノ
カ
周
知
標
識
の
除
幕
式

を
挙
行
し
ま
し
た
。

今
後
も
襟
裳
岬
周
辺
の
景
勝
の
保
全
、

ア
イ
ヌ
語
地
名
の
伝
承
な
ど
文
化
財
の
保

全
と
活
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
五
月
六
日
に
は
、
襟
裳
岬
先
端

展
望
台
で
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
観
察
会
を

開
催
し
、
約
二
時
間
で
百
五
十
人
ほ
ど
の

観
光
客
に
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
と
襟
裳
岬

の
自
然
、
サ
ケ
定
置
網
に
お
け
る
被
害
状

況
な
ど
に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

町
指
定
文
化
財
で
あ
る
「
猿
留
山
道
」

は
、
四
月
に
北
海
道
新
聞
社
主
催
の

「
ほ
っ
か
い
ど
う
の
道
一
〇
〇
選
」
に
選

出
さ
れ
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
標
識
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

鮫
生
徒
指
導
特
別
講
演
会

鮫
え
り
も
高
校

鮫
中
高
一
貫
教
育
の
推
進

鮫
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設

鮫
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

鮫
第
六
十
三
回
北
海
道
青
年
大
会

鮫
郷
土
資
料
館
事
業

鮫
体
育
振
興
事
業

本
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
改
選

保護者からも好評の放課後児童クラブ

観光客も関心を示していたピリカノカの記念碑
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災
害
時
の
復
旧
に
期
待

五
月
二
十
五
日
、
町
は
北
海
道
電

気
保
安
協
会
と
災
害
時
に
お
け
る
協

条
例
の
制
定
・
改
正

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

一
般
会
計
予
算
が
、
え
り
も
港
内
浚

渫

し
ゅ
ん
せ
つ

工
事
な
ど
の
た
め
、
三
千
九
百
万
円
追
加

次
の
条
例
が
、
制
定
・
一
部
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

・
外
国
人
登
録
法
の
廃
止
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

・
え
り
も
町
税
条
例
の
一
部
改
正

・
え
り
も
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

予
算
の
補
正

教
育
委
員
会
委
員
に
田
名
部
光
一
さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
、
四
十
四
億
九
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。特

別
会
計
で
は
、
診
療
所
特
別
会
計
が

三
十
万
円
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

期
で
あ
り
、
四
月
一
日
に
六
名
を
委
嘱
し

ま
し
た
。
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
実
技
・
事
業

の
指
導
・
助
言
を
い
た
だ
き
、
え
り
も
町

の
体
育
振
興
の
推
進
を
図
る
た
め
、
委
員

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
各
施
設
は
、
四
月
二

十
九
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
温
水

プ
ー
ル
に
は
、
五
月
末
ま
で
九
百
三
十
七

名
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

五
月
二
十
七
日
、
日
高
町
で
開
催
さ
れ

た
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
南
北
海

道
予
選
会
日
高
地
区
予
選
で
え
り
も
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
が
準
優
勝
し
、
全
道

大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

教育委員会委員に選任
された田名部光一さん

町からの説明に耳を傾ける自治会長

まちづくり話し合う

自治会長会議を開催

「心強い協定」と岩本町長

電気保安協会と防災協定

五
月
二
十
四
日
、
町
内
四
十
一

自
治
会
の
代
表
者
が
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
う
自
治
会
長
会

議
が
、
役
場
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
、
六
月
に
変
更
さ
れ

た
ご
み
の
分
別
方
法
、
マ
イ
マ
イ

ガ
対
策
、
特
定
健
診
・
が
ん
検
診

の
受
診
呼
び
か
け
な
ど
三
件
が
説

明
さ
れ
、
自
治
会
長
か
ら
は
各
避

難
施
設
へ
の
標
高
表
示
の
実
施
時

期
な
ど
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
実
践
発

表
」
で
は
、
庶
野
連
合
自
治
会
の

寺
沢
康
憲
会
長
か
ら
発
表
が
あ

り
、
昨
年
度
に
え
り
も
町
が
津
波

避
難
計
画
の
モ
デ
ル
市
町
村
に
選

ば
れ
、
そ
の
計
画
に
庶
野
地
区
が

携
わ
っ
た
こ
と
で
生
ま
れ
た
地
域

の
つ
な
が
り
や
防
災
意
識
の
高
ま

り
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

力
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

同
協
会
は
、
電
気
設
備
の
保
安
業

務
、
調
査
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
る

機
関
で
、
電
気
使
用
の
安
全
に
関
す

る
広
報
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

協
定
は
、
自
然
災
害
や
重
大
な
事

故
が
発
生
し
た
と
き
な
ど
に
、
公
共

施
設
の
電
力
を
復
旧
す
る
た
め
に
必

要
な
調
査
、
工
事
の
監
督
、
指
導
な

ど
を
行
う
内
容
で
、
岩
本
町
長
は
締

結
式
で
「
過
去
に
も
災
害
が
あ
っ
た

え
り
も
町
に
と
っ
て
、
心
強
い
協

定
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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20.2東洋神社前

33.4自衛隊前バス停留所

29.3油駒バス停留所

54.7襟裳岬風の館・えりも岬駐車場

●えりも岬

50.4えりも岬第2駐車場

30.9えりも岬保育所

25.8えりも岬保育所入口

18.8えりも岬小学校

21.2えりも岬郵便局

2.8えりも漁業協同組合えりも岬事業所

23.6林業総合センター

27.2迦葉院

15.1オクイマスの防災行政無線

51.6えりも岬東通り線交差点付近

9.4大下の防災行政無線

●庶 野

16.9えりも町ふれあいコミュニティセンター

15.6えりも町高齢者センター

17.8百人浜オートキャンプ場

16.7百人浜パークゴルフ場

13.5庶野共同作業所

12.3庶野小学校

4.7庶野生活館

2.7えりも漁業協同組合庶野支所

15.2避難階段（笹谷さん宅・大場さん宅間）

25.1庶野保育所

26.0庶野さくら公園

12.7庶野郵便局

12.8道立庶野診療所

24.3美島共同作業所

46.2桜岡生活館

8.6百人浜バス停留所

12.6千平口バス停留所

30.7吉田スタンド

31.7庶野稲荷神社手前高台

●目 黒

12.0松本鶴治宅裏高台

4.7えりも漁業協同組合目黒事業所

6.3目黒生活館

6.6日高目黒郵便局

14.3旧目黒小学校・第３体育館

28.2目黒墓地入口付近

3.7吉田久二志さん小屋前

14.0丸建道路事務所付近

28.0山本建設付近

●歌 別

16.2岩間板金作業所横

7.7中央保育所

6.4中央保育所前町道

24.7中央保育所避難路高台

7.6歌別生活館

1.1えりも漁業協同組合歌別事業所

85.3上歌別生活館

13.1高橋靖さん宅前高台

28.1歌別共同作業所

3.7越後隆雄さん宅付近

5.7歌別橋たもと

4.1歌別消防団詰所

20.2佐原光彦さん宅前の防災行政無線

7.0下歌別バス停留所

38.8えりも町清掃センター入口

29.1東歌別墓地入口付近

12.8歌別神社前

●東 洋

19.2東洋共同作業所

36.0菊地哲夫さん宅（高台）

17.5東洋小学校

14.7東洋生活館

25.0東洋第２生活館

1.9えりも漁業協同組合東洋事業所

21.1鈴木芳江さん宅前三叉路
さ

14.7歌露バス停留所

13.2石川憲治さん宅付近三叉路

標高表示の一例

革
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町では、このたび標高を調査し、その結果が出ましたのでお知らせいたします。

６月下旬には、各施設・場所に標高を表示した標識を自治会の協力を得ながら取り付けています。

一部の箇所で、取り付けに関係機関との協議（申請）が必要であるため、やや時間がかかることも

ありますが、今回調査した箇所にはすべて表示する予定です。

標高調査の結果を
お知らせします

●近 浦

4.9近浦多目的集会施設

17.7近浦団地高台プレハブ

35.9近浦団地高台

5.5近浦共同作業所

21.4近浦神社境内

4.3田村一美さん宅前

4.8近浦バス停留所（田村由さん宅横）

●笛 舞

18.3笛舞小学校

16.0笛舞ふれあい館

1.5えりも漁業協同組合近笛事業所

10.9下笛舞共同作業所

11.1水産倉庫（旧笛舞小学校跡地）

23.3笛舞墓地入口

●大 和

20.0やまと苑駐車場

20.1特養ホーム前バス停留所（やまと苑入口）

15.1セイコーマートえりも大和店

13.9西えりも生活館

13.2大和共同作業所

1.5北海道栽培漁業えりもセンター

18.9野村武さん宅付近

8.6佐藤幸弘さん宅前の街灯

14.4夕陽ヶ丘団地駐車場（避難階段入口）

30.0町道「和里線」

29.3佐藤寿博さん宅前

30.2高田秀勝さん宅前

●本 町

4.9
えりも漁業協同組合・コープさっぽろえりも
店・日高信用金庫えりも支店・ひだか東農業協
同組合えりも事業所

1.7えりも漁協・生協駐車場

3.6えりも町商工会

9.5えりも町交流館ひなた

15.4えりも郵便局

20.0福祉センター

22.9光の園幼稚園

24.6えりも町高齢者福祉寮ゆうゆう

26.9えりも町放課後児童クラブ

42.5ふれあいの丘団地小公園

3.7えりも駅

5.7法光寺、善生寺付近の町道

22.9墓地入口

36.3旧えりも中央歯科付近

●新 浜

3.6新浜生活改善センター

22.4えりも小学校

24.5えりも中学校

24.3町民体育館

22.7温水プール

21.5えりも町郷土資料館ほろいずみ

19.2セイコーマートえりも店

19.2日高東部消防組合えりも支署敷地

43.4えりも高校

18.7スポーツ公園入口

3.9田辺和之さん宅前

20.1本町駐在所～川村商店付近

3.7避難階段（吉田正一さん横階段上り口）

14.9避難階段（農協倉庫裏階段）

4.8避難階段（渋田あつ子さん宅横階段上り口）

18.6避難階段（上田勝人さん宅裏階段）

17.6しゃくなげ公園前バス停留所

（単位：ｍ）
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一年間の保険料

（上限額55万円）

後期高齢者医療制度の

お知らせ

①
こ
れ
ま
で
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
て

い
る
場
合

申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

七
月
末
ま
で
は
、
平
成
二
十
二
年
中
の

所
得
で
判
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
八
月
か

ら
は
、
平
成
二
十
三
年
中
の
所
得
で
判
定

し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
前
年
の
所
得

の
変
動
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
窓
口
負
担

割
合
が
一
割
負
担
か
ら
三
割
負
担
へ
、
又

は
逆
に
三
割
負
担
か
ら
一
割
負
担
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
変
更
と
な
る
方
に
は

更
新
時
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
の
有
効
期
限
は
平
成
二
十
四
年
七
月
三

十
一
日
で
す
。

こ
の
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
と
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
入
院
時
の
食
事

代
な
ど
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
必
要
な
方
は

役
場
保
健
福
祉
課
で
申
請
が
必
要
で
す
。

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
方
も
七
月
末
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
再
度
申
請
が

必
要
で
す
。
更
新
が
必
要
な
方
に
は
直
接

役
場
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

●
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

緯
〇
一
一
‐
二
九
〇
‐
五
六
〇
一

●
役
場
保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係

緯
二
‐
四
六
二
二

後期高齢者医療制度は、75歳以上の方

と65歳から74歳までの一定の障がいが

ある方が加入する医療保険です。

このたび見直された保険料率とそれに

伴う保険料、有効期限が間近に迫った

「限度額適用・標準負担額減額認定証」

についてお知らせします。

保
険
料
は
二
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、
平

成
二
十
四
・
二
十
五
年
度
の
保
険
料
率
は
、

下
図
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

こ
の
料
率
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
た
保
険

料
は
、
七
月
中
旬
頃
に
個
別
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
金
額
や
納
付
方
法
を
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

均 等 割
（一人当たりの額）

47,709円

所 得 割
（被保険者本人の所得に応じた額）

（平成23年中の所得－３３万円）

×10.61％

保険料上昇の主な要因は、高齢者にかかる医療費が増えたことと

被保険者数が増えたことです。

平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度
の
保
険
料
率

が
変
わ
り
ま
す

被保険者の所得に応じた負担

所 得 割

革

10.61％
（0.33ポイント増）

10.28％

平成22・23年度

平成24・25年度

被保険者が等しく負担

均 等 割

革

年額47,709円
（3,517円増）

年額44,192円

平成22・23年度

平成24・25年度

保
険
料
の
基
本
的
な
納
め
方

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
を
中
止
す

る
に
は
申
し
出
か
ら
約
三
か
月
ほ
ど
か

か
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

②
平
成
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
十
月
一

日
ま
で
に
加
入
し
た
方

こ
れ
ま
で
は
、
一
部
の
方
を
除
い
て

納
入
通
知
書
又
は
口
座
振
替
で
保
険
料

を
納
め
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
か
ら
は

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

③
平
成
二
十
四
年
十
月
二
日
以
降
に
加
入

し
た
方
又
は
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
が

さ
れ
て
い
な
い
方

こ
れ
ま
で
ど
お
り
納
入
通
知
書
又
は

口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
平
成
二
十
四
年
度
の
保
険
料

額
に
よ
っ
て
は
十
月
か
ら
年
金
天
引
に

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
も
年
金
天
引
が

な
く
な
っ
た
方
や
、
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
保
険
料
が
支
給
さ
れ
る
一
か

月
分
の
年
金
額
の
半
分
を
超
え
た
場
合

は
、
自
動
的
に
年
金
天
引
が
中
止
と
な

り
ま
す
。

保険料の変更前・変更後

負
担
割
合
が
変
わ
る
方
が
い
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
有
効
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

保険料の計算方法

釜
※年度の途中で加入し

たときは、加入した月

からの月割りで計算し

ます。
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ス
ズ
メ
バ
チ
が

活
発
に
な
る
時
期
で
す

毎
年
、
ス
ズ
メ
バ
チ

に
よ
る
被
害
が
全
国
的

に
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
こ
れ
か
ら
の
時
期

は
気
温
が
上
が
り
、
活

動
が
活
発
に
な
り
ま

す
。
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
、
被
害
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
ヘ

ア
ス
プ
レ
ー
や
香
水
、

汗
の
に
お
い
な
ど
に
も

敏
感
に
反
応
し
ま
す
。

横
へ
の
動
き
に
反
応
し

や
す
い
た
め
、
手
で

払
っ
た
り
、
急
に
向
き

北海道電力から

北海道電力では、次の期間・時間帯に７％

以上の節電を呼びかけています。ご不便とご

迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をお

願いします。

照明、冷蔵庫、テレビなどを中心に、普段

からお使いの電化製品について節電のご協力

をお願いします。また、外出の際には待機電

力等の削減もお願いします。

ご家庭においては夏の２０時頃、在宅世帯平

均で約７００Ｗの電力を消費しており、照明、冷

蔵庫、テレビで約７割を占めています。外出

中の場合でも、冷蔵庫、温水洗浄便座、待機

電力などにより、平均で約２００Ｗの電力を消

費しています。

ヘアースプレーや汗にも反応

を
変
え
る
動
き
は
危
険

で
す
。
ま
た
、
山
に
入

る
と
き
は
、
黒
い
服
装

や
ひ
ら
ひ
ら
す
る
も
の

は
避
け
、
帽
子
を
か
ぶ

る
な
ど
露
出
部
分
を
少

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
住
居
近
く
で

巣
を
発
見
し
た
場
合
は
、

●スズメバチ対策

左図のように、ペットボトルを加工

しておびき寄せる方法があります。

人通りの少ない場所に置くなど設置

場所には十分注意してください。

フタを
する

1辺当たり3㎝。
開け口は下向
きに。

中身は、日本酒150㏄、酢50㏄、砂糖50g

役
場
町
民
生

活
課
環
境
生

活
係
（
緯
二

‐
四
六
二
一
）

ま
で
連
絡
し

て

く

だ

さ

い
。

節電をお願いしたい期間・時間帯・量

煙7月23日（月）～9月7日（金）

※お盆（8月13日から8月15日）期間を除く。

平日9時～20時

煙9月10日（月）～9月14日（金）

17時～20時

煙7％以上の節電にご協力をお願いします。
特にご家庭においては、電気のご使用が増え

る夕方以降（18時～20時）の時間帯のご協

力をお願いします。

エ
ゾ
シ
カ
侵
入
防
止
柵
の

・
柱
が
倒
れ
て
い
る

・
網
に
穴
が
開
い
て
い
る

役
場
産
業
振
興
課
（
緯
二
‐
四
六
二
三
）

見
か
け
た
ら
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

扉の戸締まりにも協力扉の戸締まりにも協力をを

お願いしますお願いします。。

節電 のお願い
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初
日
の
六
月
一
日
は
、
大
人

三
百
円
の
入
館
料
を
無
料
に

し
、
さ
ら
に
十
五
周
年
の
「
一
」

と
「
五
」
に
ち
な
ん
で
、
一
、

五
、
十
五
番
目
の
入
館
者
に
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

風
の
館
が
十
五
周

風
の
館
が
十
五
周
年年

最
初
の
入
館
者
は
、
開
館
直

後
に
入
館
し
た
栃
木
県
の
大
竹

さ
ん
ご
夫
妻
で
、
大
西
副
町
長

か
ら
記
念
品
を
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
大
竹
さ
ん
は
、
道
内
を
一

か
月
間
か
け
て
旅
行
す
る
予
定

と
の
こ
と
で
、
思
わ
ぬ
出
来
事

に
喜
び
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し

た
。
翌
二
日
は
、
流
木
な
ど
を

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る

福岡県から来たグループ。初め
て食べるシカ鍋に「おいしい」

流木アート展～渚に佇む～

7月20日まで

風の館 催し物

漂着アザラシの会（千嶋夏子会長）は、海岸

に漂着したアザラシを救護し、治療後に再び海

へ返す活動などを行っている団体です。

会では、2年前から十勝沖で海鳥・海獣の調査

を行ってきましたが、その結果、鳥類80種以上

と海獣類６種を確認し、多様な海の動物たちの

世界があることがわかってきました。

風の館では、その調査の成果を中心に、50種

近くの海鳥と海獣類５種を約80点の写真を用

いて紹介します。アホウドリ類やイルカ類な

ど、岸からはなかなか観察できない海の動物た

ちの世界を、この機会にぜひご堪能ください。

「北海道の海の動物たち」展

7月21日から8月19日まで

■流木アート体験会

実施日 ７月15日 12時～15時

講 師 向井今子さん

体験料 300円

定 員 20名

申込先 緯3-1133 胃3-1135

浦河町在住の向井今子さんが流木を使って制

作したオブジェの作品展「流木アート展～渚に
なぎさ

佇む～」を開きます。
たたず

また、作品づくりの体験会も行いますので、

どうぞご参加ください。えりもの流木も使用す

る予定です。

十
五
周
年
に
ち
な
ん
で

記
念
品
を
贈
呈

平
成
九
年
六
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
襟
裳
岬
「
風

の
館
」
が
、

今
年
で
十
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
開
館
記
念
日
の
六
月
一
日
か
ら

三
日
に
か
け
て
、
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

島
倉
千
代
子
さ
ん
、

森
進
一
さ
ん
か
ら

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

記念品を受け取る大竹さんご夫妻

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
写
真
立

て
作
り
体
験
料
を
通
常
三
百
円

を
半
額
の
百
五
十
円
に
し
、
三

日
に
は
シ
カ
鍋
を
無
料
で
提
供

し
ま
し
た
。
福
岡
県
か
ら
訪
れ

た
グ
ル
ー
プ
は
、
初
め
て
シ
カ

鍋
食
べ
た
そ
う
で「
お
い
し
い
。

シ
カ
肉
は
や
わ
ら
か
い
し
ク
セ

が
な
い
ね
」
と
好
評
で
し
た
。

提
供
時
間
帯
は
気
温
が
十
度
を

下
回
っ
た
せ
い
も
あ
り
、「
体

が
温
ま
る
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
百
二

十
二
杯
を
提
供
し
ま
し
た
。

ま
た
、
風
の
館
で
は
新
た
な

試
み
と
し
て
、
土
日
祝
日
限
定

で
、
コ
ー
ヒ
ー
を
百
円
、
昆
布

茶
を
五
十
円
で
提
供
し
、
襟
裳

岬
を
眺
め
ら
れ
る
絶
好
の
場
所

で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
昆
布
茶
の
お

か
わ
り
も
自
由
に
で
き
ま
す
。

十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
歌

手
の
島
倉
千
代
子
さ
ん
、
森
進

一
さ
ん
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
色
紙
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

※風の館では、毎月第2日曜日を町民に無料開放しています。
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六
月
十
五
日
、
え
り
も
港

に
隣
接
す
る
ポ
ー
ト
サ
イ
ド

小
公
園
で
、
え
り
も
町
青
年

団
体
連
盟（
佐
藤
博
久
会
長
）

の
会
員
十
二
名
が
花
壇
整
備

を
行
い
ま
し
た
。

同
連
盟
は
、
町
内
の
青
年

団
体
で
構
成
さ
れ
た
組
織

で
、
こ
の
整
備
に
よ
っ
て
公

園
の
環
境
美
化
に
加
え
、
会

員
の
結
び
つ
き
を
強
く
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

晴
天
の
こ
の
日
、
会
員
ら

は
公
園
内
の
雑
草
を
取
り
除

く
作
業
か
ら
始
め
て
い
き
、

そ
の
後
、
花
壇
に
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
や
ペ
チ
ュ
ニ
ア
な

ど
二
百
本
を
植
え
て
い
き
ま

し
た
。

五
月
二
十

四
日
、
吉
田

博

喜

さ

ん

（
新
浜
）
に
、

町
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

吉
田
さ
ん

は
、
長
年
に

わ
た
っ
て
凧た
こ

カ
ッ
プ
ル
十
組

六
月
十
六
、

十
七
日
の
二

日
間
、
え
り

も
町
初
の
婚

活
ツ
ア
ー
が

開
催
さ
れ
、

町
内
在
住
の

男
性
二
十
名

と
札
幌
を
中

心
に
女
性
十

七
名
が
集
ま

え
り
も
港
に
転
落
し
た
車
か
ら
男
性
を

救
助
し
た
大

高
泰
弘
さ
ん

（
大
和
）
の

功

績

を

称

え
、
六
月
四

日
に
町
か
ら

感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

救
助
は
、

四
月
十
八
日

公園、色鮮やかに

懇親会場でのひとコマ

一つ一つ丁寧に

町青年団体連盟が花壇整備

迅速な救助を行った大高さん

初
の
婚
活
ツ
ア
ー
開
催

り
、
町
内
各
所
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
初
日
は
、
新
ひ
だ
か
町
の
み
つ

い
し
道
の
駅
で
女
性
と
合
流
後
、
す
ぐ
に

打
ち
解
け
、
自
己
紹
介
タ
イ
ム
も
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ポ
イ
山
荘
で
の
昼
食
後
は
、
栽
培
漁
業

え
り
も
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、
セ
ン
タ
ー

内
で
の
ウ
ニ
の
試
食
も
大
好
評
で
し
た
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
場
所
を
移
し
て
の
懇
親

会
で
は
、
え
り
も
の
海
の
幸
・
山
の
幸
を

前
に
、
全
員
大
盛
り
上
が
り
で
、
参
加
者

の
距
離
も
一
段
と
縮
ま
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
悪
天
候
の
た
め
、
当
初
予
定

し
て
い
た
百
人
浜
で
の
植
樹
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
郷
土
資
料
館
・
水
産
の
館

の
見
学
で
は
、
職
員
の
説
明
に
参
加
者
の

多
く
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

風
の
館
内
は
フ
リ
ー
タ
イ
ム
で
、
参
加
者

は
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
ツ
ア
ー
を
締
め
く
く
る
告
白
タ
イ
ム

で
は
、
女
性
か
ら
告
白
す
る
シ
ー
ン
も
見

ら
れ
、
見
事
十
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し

ま
し
た
。

人
命
救
助
を
称
え
て

大
高
泰
弘
さ
ん
に
感
謝
状

の
午
後
六
時
頃
、
帰
宅
途
中
の
大
高
さ
ん

が
沈
み
か
け
て
い
る
車
の
屋
根
で
助
け
を

求
め
て
い
る
男
性
を
発
見
し
、
自
分
の
コ

ン
ブ
漁
船
を
急
遽
船
揚
場
か
ら
出
し
て
保

き
ゅ
う
き
ょ

護
し
た
も
の
。
当
日
は
雨
が
降
り
、
薄
暗

い
中
で
の
救
助
作
業
で
し
た
が
、
大
高
さ

ん
は
迅
速
な
判
断
と
行
動
で
、
最
悪
の
事

態
を
防
ぎ
ま
し
た
。

大
高
さ
ん
に
は
、
浦
河
署
長
か
ら
も
感

謝
状
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
凧
寄
贈
に
感
謝
状

解
散
し
た
凧
の
会
で
も
活
躍

の
原
画
作
成
に
携
わ
り
、
平
成
元
年
に
設

立
し
た
「
北
海
道
え
り
も
凧
の
会
」
で
は
、

当
初
か
ら
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加

し
、
平
成
二
十
年
九
月
か
ら
同
会
が
解
散

す
る
ま
で
、
会
長
と
し
て
尽
力
し
ま
し

た
。
ま
た
、
役
場
庁
舎
や
五
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
え
り
も
町
交
流
館
「
ひ
な
た
」
に

も
大
凧
を
寄
贈
す
る
な
ど
の
功
績
を
残
し

て
い
ま
す
。

感謝状を受け取る吉田さん
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五
月
二
十
六
日
か
ら
の
二
日
間
、
全

道
の
青
年
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
道
青
年

団
体
協
議
会
主
催
の
「
全
道
青
年
大
会

兼
全
国
青
年
大
会
予
選
会
」
が
、
え
り

も
町
と
様
似
町
で
開
か
れ
ま
し
た
。

加
盟
七
団
体
が
参
加
し
、
え
り
も
町

で
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
野
球
が
行
わ
れ
、
八
十
名
が

出
場
し
ま
し
た
。

全
道
の
青
年
と
交
流

全
道
青
年
大
会
開
か
れ
る

総会後の交流会

札
幌
市
と
そ
の
近
郊
に
在
住
す
る
え

り
も
町
出
身
者
に
よ
る
団
体
「
札
幌
え

り
も
会
」
の
総
会
が
五
月
十
九
日
に
開

か
れ
、
総
会
後
の
交
流
会
に
は
岩
本
町

長
や
渡
部
町
議
会
議
長
な
ど
十
四
名
が

出
席
し
、
会
員
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

会
で
は
、
当
町
と
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
海
と
山
の
幸

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
「
ふ
る
さ
と
訪

問
」
と
し
て
当
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

会
員
と
親
睦
深
め
る

札
幌
え
り
も
会
総
会

町民体育館でのバスケットボールの試合

町
と
え
り
も
岬
の
緑
を
守
る

会
（
平
野
正
男
会
長
）
が
共
催

す
る
「
え
り
も
ワ
ク
ワ
ク
森
林

づ
く
り
体
験
事
業
植
樹
祭
」
が

五
月
二
十
二
日
、
庶
野
地
区
桜

岡
・
旧
上
歌
別
牧
野
内
で
開
か

れ
、
え
り
も
漁
協
女
性
部
、
え

り
も
小
学
校
、
え
り
も
岬
小
学

校
の
児
童
な
ど
を
始
め
、
二
百

五
十
人
の
関
係
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
岩
本
町
長

植
樹
祭
、
節
目
の
三
十
回
目

ワ
ク
ワ
ク
森
林
づ
く
り
体
験
植
樹
祭

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnneeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeewwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnewsssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttoooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwtownnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn
トトピックトピックスス

植樹に参加したみなさん

は
、「
森
づ
く
り
は
百
年
単
位
。

子
ど
も
た
ち
に
も
続
け
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
、
平
野
会
長

も
「
育
て
た
森
を
子
々
孫
々
ま

で
受
け
継
い
で
い
き
た
い
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

今
年
は
、
え
り
も
岬
の
緑
を

守
る
会
が
設
立
し
て
三
十
年
を

迎
え
た
記
念
の
年
で
も
あ
る
た

め
、
ト
ド
マ
ツ
四
百
本
に
加

え
、
二
か
所
の
植
樹
場
所
に
は

「
三
十
」
に
ち
な
ん
だ
ツ
ツ
ジ

三
十
本
が
そ
れ
ぞ
れ
植
え
ら
れ

ま
し
た
。

分担しながらトドマツを植える小学生
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六
月
十
六
日
、「
戦
没
者
追
悼
式
」
が

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
戦
没
者
遺

族
な
ど
約
五
十
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

式
で
は
参
列
者
一
同
で
黙
と
う
し
た

あ
と
、
岩
本
町
長
や
来
賓
な
ど
が
「
戦

没
者
英
霊
の
碑
」
に
向
か
い
追
悼
の
言

葉
を
述
べ
、
尊
い
犠
牲
の
上
に
現
在
の

繁
栄
が
あ
る
こ
と
を
心
に
き
ざ
み
、
平

和
な
世
界
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。

英
霊
を
偲
ん
で

戦
没
者
追
悼
式

五
月
二
十
一
日
、
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
町
民
体
育
館
で
開
か
れ
、
町
内

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
二
百
二
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
ス
テ
ィ
ッ
ク
で

転
が
し
な
が
ら
進
む
「
ビ
リ
ヤ
ー
ド
」

か
ら
競
技
が
進
め
ら
れ
、
参
加
者
は
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
元
気
一
杯
の
動
き

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
、
東
洋

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ハ
ツ
ラ
ツ
と
元
気
に

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

郷
土
資
料
館
の
ヨ
モ
ギ
も
ち
づ
く
り

体
験
が
五
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
、
親

子
連
れ
な
ど
十
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

も
ち
は
、
臼
と
杵
を
使
っ
た
昔
な
が

う
す

き
ね

ら
の
方
法
で
作
ら
れ
、
普
段
体
験
す
る

機
会
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
は
積
極
的
に
杵
を
握
り
、
も
ち

に
向
か
っ
て
振
り
下
ろ
し
て
い
ま
し

た
。
も
ち
は
、
早
速
あ
ん
こ
ろ
も
ち
に

さ
れ
、
参
加
者
で
味
わ
い
ま
し
た
。

も
ち
が
鮮
や
か
な
緑
に

ヨ
モ
ギ
も
ち
づ
く
り
体
験

機敏に行動する団員

町
消
防
団
の
「
消
防
訓
練
大
会
」
が

五
月
二
十
日
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、
七
分
団
か
ら

団
員
百
二
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
小
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ
車
操

法
訓
練
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
の
三

つ
が
行
わ
れ
、
団
員
ら
は
号
令
と
と
も

に
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
動
作
で
普
段
か
ら

の
訓
練
の
成
果
を
来
賓
や
観
客
の
前
で

披
露
し
ま
し
た
。

訓
練
の
成
果
を
披
露

消
防
訓
練
大
会

献花をする出席者の方々

220人が参加したスポーツ大会

あんころもちを作る参加者

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnneeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeewwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnewsssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttoooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwtownnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn
トトピックトピックスス
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保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

●浦河日赤病院（緯0146-22-5111）
麻しん風しん混合予防接種
①小児科外来申し込み……１期（１～２歳）・２
期（小学校入学前１年間の小児）・３期（中学
１年生の年齢に相当する者）

②医事課申し込み……４期（高校３年生の年齢
に相当する者）

ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種
小児科外来にお申し込みください。

●庶野診療所（緯4-2219）
三種混合・ＢＣＧ・麻しん風しん混合・ヒブ・
小児用肺炎球菌の個別予防接種
①実施日……毎週月・木曜
②時 間……14：00～16：00 ※要予約

●広尾町かめだクリニック（緯01558-2-4724）
ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種を受けること

ができます。希望の方はお問い合わせください。

会 場時 間実施日行 事

町立診療所（要予約）15：30～16：00３日峨、17峨麻しん風しん混合予防接種

保健センタ－（要予約）13：30～15：306日画離乳食教室（ゴックンベビークラス）

保健センタ－（要予約）13：30～14：3011日我、25日我日赤巡回診療

保健センタ－13：30～13：50

24日峨

三種混合予防接種

保健センタ－13：50～14：00ＢＣＧ予防接種

保健センタ－14：00～14：10ヒブワクチン予防接種

保健センタ－14：10～14：20小児用肺炎球菌ワクチン予防接種

庶野診療所（要予約）14：00～16：0026日牙二種混合予防接種

町立診療所（要予約）15：30～16：0031日峨二種混合予防接種

７月の保健メモ （連絡先 役場保健福祉課 保健予防係 緯2-4630）

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と

言
わ
れ
て
お
り
、
悪
く
な
っ
て

も
進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
。

肝
臓
病
は
患
者
数
が
増
え
続

け
「
二
十
一
世
紀
の
国
民
病
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
コ
ン

ブ
漁
で
身
体
を
酷
使
し
た
り
、

お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
た
り

し
て
、
肝
臓
に
負
担
が
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

①
肝
臓
が
病
気
に
な
る
原
因

肝
臓
の
病
気
の
約
八
〇
舒
は

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
原
因
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近

で
は
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
す
ぎ
が
原

因
で
の
脂
肪
肝
、
ア
ル
コ
ー
ル

性
肝
障
害
も
増
え
て
お
り
、
健

診
を
受
け
て
い
る
男
性
の
約
四

〇
舒
の
方
が
肝
臓
の
数
値
が
高

い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
に
つ
い
て

肝
炎
の
中
で
も
注
意
が
必
要

な
の
は
Ｂ
型
、
Ｃ
型
と
言
わ
れ

る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
て
い
て
も
症
状
が
で

な
い
た
め
感
染
し
て
い
る
こ
と

に
気
づ
か
な
い
方
が
多
く
い
ま
す
。

一
度
検
査
を
受
け
る
と
日
常

の
生
活
で
感
染
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
何
度
も
検
査
を
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

方
は
一
度
検
査
を
受
け
て
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

③
肝
臓
を
い
た
わ
る
生
活
を

肝
臓
は
食
べ
た
栄
養
分
を
身

体
全
体
に
送
り
、
有
害
な
も
の

を
体
外
に
排
出
す
る
重
要
な
働

き
を
担
っ
て
い
ま
す
。
働
き
者

の
肝
臓
を
い
た
わ
る
生
活
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

焔
年
に
一
回
、
健
診
で
肝
機
能

あ
な
た
の
肝
臓
は
大
丈
夫
で
す
か
？

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

焔
食
べ
す
ぎ
、
脂
肪
の
取
り
す

ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

焔
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
（
卵
、

大
豆
製
品
、
魚
、
肉
類
等
）、

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
（
野

菜
、
果
物
、
海
藻
）
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

焔
体
重
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

焔
飲
酒
は
一
日
一
合
、
週
に
二

回
は
、
休
肝
日
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

焔
余
分
な
薬
は
飲
ま
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

焔
十
分
な
睡
眠
と
休
養
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

40歳以上で肝炎ウイルス検査を一度も受
けていない方は検査を受けましょう。血液
検査で分かります。
11月９日(金)に肝炎ウイルス検査を行い

ます（特定健診、がん検診と同時に実施）。

肝炎ウイルス検査を受けましょう

七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
九
日
は
「
肝
臓
週
間
」
で
す
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ど
う
し
て
自
然
災
害
に
備
え
る
の
か

防
災

情
報
版 嬰

は
、
人
生
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
事
前

に
考
え
、
そ
れ
を
回
避
す
べ
く
手
を
打
っ
て
お
き

ま
す
。
た
と
え
ば
、
生
命
保
険
や
車
の
保
険
、
お

子
さ
ん
の
進
学
と
い
う
資
金
リ
ス
ク
に
は
貯
金
や

学
資
保
険
な
ど
で
準
備
を
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
の
避
難
訓
練
の
お
か
げ
で
命
は
助
か

り
ま
し
た
が
、
地
震
や
津
波
で
家
が
壊
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
家
が

揺
れ
や
津
波
で
全
壊
し
た
場
合
、
公
的
に
補
助
さ

れ
る
金
額
は
多
く
て
高
々
数
百
万
円
程
度
で
す
。

一
方
、
家
の
建
て
替
え
に
は
少
な
く
と
も
そ
の
何

倍
も
の
資
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
壊
れ

た
家
に
ロ
ー
ン
が
残
っ
て
い
た
場
合
に
も
、
そ
の

借
金
は
帳
消
し
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
家
を

建
て
よ
う
と
す
る
と
、
二
重
の
ロ
ー
ン
と
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
手
段
と
し

て
地
震
保
険
が
あ
り
ま
す
が
、
被
災
後
に
必
要
な

資
金
を
す
べ
て
補
償
す
る
ほ
ど
の
手
当
て
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
仕
事
場
も
被
害
を
受
け
て
し
ま
い
、

働
け
な
く
な
れ
ば
、
収
入
の
道
が
途
絶
え
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
、
国
が
仕
事
を
必
ず
手
当
て
し

て
く
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
で
新
し
い
仕
事
を
探
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

仕
事
が
見
つ
か
れ
ば
ま
だ
良
い
の
で
す
が
、
最
悪

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

被
災
当
初
に
は
様
々
な
公
的
援
助
が
得
ら
れ
ま

す
が
、
時
間
が
た
っ
て
生
活
の
再
建
を
目
指
す
段

階
に
な
っ
て
き
た
時
、
公
的
な
援
助
、
特
に
金
銭

的
な
補
助
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
の
が
現
状

で
す
。
つ
ま
り
、
人
生
の
大
き
な
困
難
に
直
面
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
被
災
す
る
こ
と
で
経
済
的

な
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
自
分
だ

け
で
な
く
家
族
、
時
に
は
親
戚
ま
で
大
き
な
困
難

に
直
面
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
経
済
的
困
難
を
い
か
に
回
避
す
る

の
か
を
事
前
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
お
く
こ

と
は
、
防
災
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
視
点

で
す
。
災
害
時
に
い
か
に
命
を
守
る
か
は
最
も
優

先
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
す
が
、
そ
の
後
の
生
活
を

も
見
据
え
て
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
敵
（
地
震
や
津
波
）
の
素
性
を
知
る
こ

と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

防
災
と
は
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の
人
生

を
守
る
た
め
の
リ
ス
ク
管
理
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。

本
に
住
む
以
上
、
地
震
や
津
波
の
リ
ス
ク

か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
間

日

■
起
終
点
駅
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

桜
木

紫
乃

■
お
そ
ろ
し

三
島
屋
変
調
百
物
語
事
始

宮
部
み
ゆ
き

■
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ誉

田

哲
也

■
限
界
集
落
株
式
会
社

黒
野

伸
一

■
県
庁
お
も
て
な
し
課

有
川

浩

■
す
き
・
や
き

楊

逸

■
北
海
道
の
観
光
を
変
え
る
！

《おすすめ本》

聞く力

心をひらく35のヒント

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

図図書室だよ図書室だよりり

頑固オヤジから普通の小学生まで、つ

い本音を語ってしまうのはなぜか。 イ

ンタビューが苦手だったアガワが、１０００

人近い出会い、３０回以上のお見合いで掴
つか

んだコミュニケーション術を初めて披

露する。

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃姶逢 娃娃

阿川佐和子 著

《

一
般
書

》

高橋 浩晃
の
場
合
に
は
収
入
が
な
く
な

り
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
お
子

さ
ん
の
進
学
を
あ
き
ら
め
る

と
い
っ
た
こ
と
も
出
て
く
る

《

児
童
書

》

■
う
そ
つ
い
ち
ゃ
っ
た
ね
ず

み
く
ん

な
か
え
よ
し
を

■
カ
ワ
ウ
ソ
村
の
火
の
玉
ば

な
し

山
下

明
生

■
き
ゃ
っ
き
ゃ
キ
ャ
ベ
ツ

い
わ
さ
ゆ
う
こ

■
ト
ラ
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
な

り
た
か
っ
た
ト
ラ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ロ
ー
ズ

■
紳
士
と
オ
バ
ケ
氏

た
か
ど
の
ほ
う
こ

■
知
ろ
う
!
防
ご
う
!
自
然

災
害
①
～
③

佐
藤
隆
雄
・
監
修

松
田

忠
徳

北海道大学大学院理学
研究院附属地震火山研
究観測センター・准教
授．博士（理学）．東京
大学地震研究所客員准
教授（併任）．文部科学
省地震調査研究推進本
部政策委員会調査観測
計画部会委員．北海道
防災会議地震専門委員
会委員
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おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

日
高
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
よ
る
一
般
選
挙
が
八
月
二
日
（
告
示

日
七
月
二
十
四
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
北
海
道
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
日
高
支
所
（
緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐

神保
じんぼ

翔太くん
しょうた

（太輔・春菜）
Ｈ23.7.6生(新浜)

お散歩と絵本、歌が
大好き！とっても甘
えん坊な男の子です！

田丸詩大くん
たまる うた

（実喜也・まゆみ）
Ｈ23.7.2生(大和)

おいかけっこと歌が
とっても大好きなウタ
です。

あつまれ！一歳児

すくのび
「すくのび」は、「すくす
くのびのび育って」の願い
を込めたタイトルです。

扇谷
おおぎや

優渚ちゃん
ゆうな

（真樹・真奈美）
Ｈ23.7.21生(笛舞)

元気いっぱい！好奇心と
愛嬌バッチリの我が家の
アイドルちゃんです☆

山村咲煌くん
やまむらしゅんき

（崇二・千佳子）
Ｈ23.7.8生(大和)

1歳おめでとう。これ
からも元気一杯すくす
く大きくなってね。

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
各
種
自
衛

官
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

募
集
種
目

一
般
曹
候
補
生

自
衛
官
候
補
生

（
男
）

自
衛
官
候
補
生

（
女
）

航
空
学
生

資

格

18歳以上27歳未満

の者

高卒(見

込含)21

歳未満

の者

受
付

期
限9/7通年9/79/7

町
職
員
採
用
資
格
試
験

日
高
管
内
の
各
町
一
般
事
務
職
員
（
初

級
・
上
級
）
採
用
資
格
試
験
を
、
次
の
と

お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
受
付
期
間

七
月
九
日
～
八
月
三
日

●
試

験

日

九
月
十
六
日

●
場

所

新
ひ
だ
か
町
公
民
館

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
室

北
海
道
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
室
」
を
開

き
、
仕
事
、
消
費
生
活
、
生
活
保
障
、
介

護
福
祉
、
法
律
税
務
相
談
、
育
児
教
育
、

い
き
が
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

静
内
地

域
事
務
所

緯
〇
一
四
六
―
四
四
―
二
八
五
五

花
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で

は
、
次
の
と
お
り
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
講
習
期
間

八
月
十
九
日
～
十
二
月
十
六
日
の
十
二

日
間
、
延
べ
五
十
二
時
間

●
講
習
場
所

札
幌
市（
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル「
か

で
る
2
・
7
」）

●
受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
二
千
円
程

度
の
負
担
あ
り
）

●
申
込
締
切

七
月
二
十
日
ま
で
に
申
込
書
を
提
出

●
問
い
合
わ
せ
先

花
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

緯
〇
一
一
‐
二
五
一
‐
一
五
五
一

要
約
筆
記
養
成
講
座
の
受
講
生
募
集

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
庶
務
係

緯
二
―
二
一
一
一

日
高
管
内
の
中
学
生
の
代
表
が
集
い
、

意
見
主
張
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
般
の
方
々
も
聞
く
こ
と
が
可
能
で
す

の
で
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

●
日
時

七
月
七
日

十
四
時
～

●
会
場

日
高
合
同
庁
舎（
四
階
・
講
堂
）

●
問
い
合
わ
せ
先

少
年
の
主
張
日
高
地
区
大
会

保
健
環
境
部
環
境
生
活
課
道
民
生
活
係

緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐
九
二
五
一

九
〇
七
四
）
若
し
く
は
、
え
り
も
町
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
（
緯
二
‐
二
一
一
二
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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役
場
や
診
療
所
な
ど
の
機
関
は
、

七
月
か
ら
九
月
ま
で
ク
ー
ル
ビ
ズ

（
夏
季
軽
装
）
を
行
い
ま
す
。

期
間
中
、
職
員
は
ノ
ー
ネ
ク
タ

イ
、
ノ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
軽
装

で
業
務
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

樺
ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

五
月
雨
や
写
経
の
文
字
の
滲
み
が
ち

に
じ

い
ま
ゆ
る
む
頑
固
な
肩
に
春
落
葉

わ
び
し
さ
は
春
の
水
藻
に
の
せ
て
や
る

み
ず
も

木
に
残
す
葉
も
裏
山
も
春
兆
す

鳥
帰
る
我
が
町
の
海
荒
れ
て
ゐ
し

春
潮
や
岬
に
人
の
も
ど
り
き
て

（
え
り
も
吟
社
）

石
森
美
恵
子

蛯
名

渚

川
村

和
子

木
村

武
舟

鈴
木

周
子

長
岡

青
風

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

弁護士相談センター無料相談（事前予約制）

時 間日 程会 場

13：15
～

15：45

7月17日
えりも相談所
（保健センター）

8月1日様似相談所

7月9日・23日浦河相談所

13：30
～

16：30

7月9日・11日・18日・23日・
25日・30日、8月1日・6日

静内相談所

月曜日～金曜日／10：00～16：00
緯0146-42-8373

予 約 受 付

子育てテレホンサービス 緯2-3715

先生とのつきあい7/10～7/17

過保護と放任7/18～7/23

保育園や幼稚園で気になる子ども7/24～7/31

栄養過剰による子どもの異常8/1～8/9

音声テープによるサービスです。電話をかけると
音声が流れ、各内容についてのアドバイスを聞く
ものです。※会話はできません。

焔
え
り
も
漁
協
庶
野
女
性
部

や
ま
と
苑
へ

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
六
十

三
枚
、
洗
剤
セ
ッ
ト
他

焔
菊
池
重
信
さ
ん
（
え
り
も
岬
）

え
り
も
岬
連
合
自
治
会
へ

五
万
円

え
り
も
岬
老
人
ク
ラ
ブ
へ

三
万
円

焔
田
下
邦
幸
さ
ん
（
え
り
も
岬
）

え
り
も
岬
連
合
自
治
会
へ

五
万
円

焔
山
田
紀
子
さ
ん
（
新
浜
）

柏
台
自
治
会
へ

五
万
円

焔
町
内
の
男
性

風
の
館
喫
茶
店
用
エ
プ
ロ
ン

三
十
掛

焔
後
藤
隆
さ
ん
（
札
幌
市
）

西
え
り
も
連
合
自
治
会
へ

三
万
円

西
え
り
も
老
人
ク
ラ
ブ
へ

三
万
円

焔
宮
川
東
代
彦
さ
ん
（
新
浜
）

新
浜
自
治
会
へ

三
万
円

新
浜
老
人
ク
ラ
ブ
へ

三
万
円

焔
中
野

仁
さ
ん
（
東
洋
）

や
ま
と
苑
へ

三
万
円

東
洋
第
二
自
治
会
へ

五
万
円

東
洋
老
人
ク
ラ
ブ
へ

五
万
円

焔
盛
合

猛
さ
ん
（
東
洋
）

東
洋
第
一
自
治
会
へ

五
万
円

東
洋
老
人
ク
ラ
ブ
へ

三
万
円

★
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

盛
合

猛
さ
ん（
東
洋
）

三
万
円

竃
ご
寄
付

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

七
月
は
不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間
で

す
。
不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
灯
油
や
重

油
を
混
ぜ
た
も
の
や
重
油
に
薬
品
を
混
ぜ

て
脱
色
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

灯
油
や
重
油
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
燃
料

に
使
っ
て
い
る
な
ど
の
情
報
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
一
一
〇
番

七
月
は
不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間

緯
〇
八
〇
〇
‐
八
〇
〇
二
‐
一
一
〇

胃
〇
一
一
‐
二
三
二
‐
三
七
九
八

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
無
料
直
通
ダ
イ
ヤ
ル

〇
一
二
〇
‐
七
八
三
‐
〇
〇
〇
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５
日

７月の行事

7
日日

14
日
18

日
19

日
21

日
24

日
27

日
30

◆固定資産税 第2期

（納期限 平成２4年7月31日）

◆国民健康保険税 第1期

（納期限 平成２4年7月31日）

６ 月 の 税税 の 納 期

満開を迎えた旧しゃくなげ
公園のツツジ（6月5日）

水
泳
教
室
（
温
水
プ
ー
ル
／
16

時

分
～
）

30
歩
こ
う
会
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
～

灯
台
公
園
／
7
時

分
～
）

30

え
り
も
高
校
学
校
祭
（
え
り
も

高
校
／

時
～
／

日
は

時

10

15

12

分

～
・
行

灯

行

列

～

パ

50フ
ォ
ー
マ
ン
ス

時

分
～
）

16

50

運
転
免
許
更
新
時
講
習
（
福
祉

セ
ン
タ
ー
／
優
良

時
～

時

13

１３

分
・
違
反

時
～

時
）

30

１４

16

夏
の
交
通
安
全
運
動
週
間
（
～

日
）

28わ
ら
し
ゃ
ん
ど
え
り
も
ま
る
ご

と
自
然
体
験
（
庶
野
山
中
／
９

時
～
）

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
選
挙
告

示
日
（
選
挙
期
日
8
月
2
日
）

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
会
（
福
祉

セ
ン
タ
ー
／
6
時

分
～
／
～

30

8
月
9
日
）

禅
の
つ
ど
い
（
法
光
寺
／

時
12

～
／
～

日
ま
で
）

31

６人

近 浦

笛 舞

大 和

本 町

新 浜

歌 別

東 洋

えりも岬

庶 野

目 黒

合 計

（男 2,662人 女 2,674人）

（平成24年5月31日現在）

181人

303人

1,014人

918人

704人

367人

399人

568人

714人

168人

5,336人

68世帯

120世帯

434世帯

404世帯

312世帯

140世帯

135世帯

211世帯

269世帯

75世帯

2,168世帯

転入 転出8人 10人

出生 死亡4人 9人

月 の 税の う ご き

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

最
近
、
公
園
や
道
路
、
そ

の
他
私
有
地
な
ど
で
、
犬
・

猫
の
ふ
ん
尿
に
よ
る
悪
臭
や

放
し
飼
い
に
よ
り
畑
が
荒
ら

さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

野
良
犬
や
野
良
猫
で
あ
っ

て
も
、
餌
付
け
を
す
る
と
飼

え

い
主
と
み
な
さ
れ
、
近
隣
住

民
に
迷
惑
が
か
か
れ
ば
、
賠

償
責
任
が
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

え
さ
を
あ
げ
る
だ
け
で
ほ

か
の
世
話
を
し
な
い
と
い
う

行
為
は
、
近
隣
住
民
に
は
も

ち
ろ
ん
、
犬
や
猫
に
も
迷
惑

と
な
り
ま
す
の
で
、
野
良
犬

犬
猫
の
管
理
は
し
っ
か
り
と

や
野
良
猫
に
エ
サ
を
あ
げ
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
飼
い
主
と
し
て
散

歩
中
に
し
た
ふ
ん
は
必
ず
持

ち
帰
り
、
ふ
ん
尿
や
鳴
き
声

な
ど
で
、
地
域
の
方
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
環
境
生
活
係

緯
二
‐
四
六
二
一

35cm未満のマツカワは

海へ戻しましょう

函館市からえりも町まで

の太平洋側では、マツカワ

の放流を行っています。

この海域では資源保護の

ため、海区漁業調整委員会の指示により、全長35㎝未満の

マツカワは漁業者も釣り人も海に戻さなければなりません。

●問い合わせ先

日高海区漁業調整委員会 緯0146‐22‐9328

昨年の交通安全テント
検問


